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1．　植生調査と群落区分

　新潟り紬ll崎市を中心とする30　km圏を対象地域として，玉979年6月22～26日に行なわれた現存

植生図の補完調査を中心に本欄はまとめられた。対象はとくに夏緑広葉樹林を重点に，均質な植

分（Bestaad）が選定され植生調査が行なわれた。さらに，人為的影響下に生育している代償植

生も，現地で現存植生図の凡例として示される植生について楠生調査（Vegetationsauf澄ahme）

カミ行な牙っ矛した。

　森林のような多層群落は高木第1層，高木第2厨（亜高木層），低木廟，草本層と面識区分さ

れ，それぞれの階層別に種の完全なリストが作られた。各層の細警守については，Braun－

Blanquet　1964の量的測度が与えられた（宮脇・藤原1979参照）。階層の高さはあらかじめ國定

しないで，各群落に応じて決められた。その他に地形，土壌，季観，隣接群落など現地で観察さ

れる立地条件や植生についてはできるだけ詳細に記入するよう努められた。

　現地で得られた植生調査資料は，室内でそれぞれの群落ごとに分けられ，素表，常在度表，部

分表，区分表の群落表作製作業順に組成表が組まれた。さらに『粕崎鯛麺の植生第1報』や現在

までに得られている隣接地域の資料や発表されている各地の文献資料とも比較・検討が行なわれ

た。

2．植　生　図　化

　1978年に現地で作製された縮尺1：50000を基図とする柑観を中心とした現存楠生原図を基礎

に，現地で群落区分するための基礎資料として植生調査資料の得られた地点が地形図上に示され，

墜内における組成蓑作製作i熟こより凡例区分が行なわれた。

　現地では，2～3班に調査メンバーが組織され，自動車で粟り入れられる道を基線に各面毎に

調査が行なわれた。米山，黒姫山，海岸など，車輌の進入が姻難な立地では，とくに重点的に徒

歩による植生図原図の作製，植生調査が行なわれた。

　現地調査資料，植生図原図を中心に室内で1973年撮影の2倍引き伸し白黒空中写参導を参考とし，

清書が行なわれた。写真に不鮮明な部分が多く，大部分は現地で描かれた原図を中心に広がりが

落とされた。空中写真と現地調査に6年の差があるため，現地で確認された造成地，植生の変化

などは，植生図の原図がそのまま生かされている。

　印刷は紙面の都合で縮尺1：65000で行なわれた。


